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日本分析化学会第６６年会を迎えて 
 

 

公益社団法人 日本分析化学会 会長 

（東京工業大学理学院）岡田 哲男 

 

 

日本分析化学会は、分析化学を研究し、実践する研究者や技術者が集う学会です。分析化学は、物質

が何からできていて、どのような性質や機能をもち、それらがどのようにして生まれるのかなどを調べ、

知ること、そのための方法を考案、開発することを目的とした物質科学の最重要分野の一つです。また、

企業における製品開発や評価をはじめ、医療･健康計測、環境評価、食品検査、犯罪捜査など私たちに

生活に密着した様々な場面で重要な役割を果たし、人類の発展と社会の安全・安心に寄与しています。 

分析化学会年会は、学会の会員が集まり、研究成果を発表・議論し、情報交換する重要イベントで、

一年に一度開かれます。年会での議論などを通じて新たな研究の芽が出て、新たな研究の方向性が見出

されること、これまでできなかった計測を可能にする新たな方法を生み出す端緒となることなどが期待

されます。日本分析化学会年会には、学問的なバックグラウンドや職種が異なる多様な人々が集まりま

す。当然、問題意識、得意とする領域や手法、研究の目的なども異なります。このような多様な研究者

が集まることで、これまでなかった発想が生まれ、新たな分析法の展開へとつながります。日本の分析

化学の要素技術は一流ですが、複数の方法や ITO 技術などを組み合わせたシステムとしての分析法を作

り上げるのが苦手と言われます。年会は、このような分野横断的な発想や共同研究を促す場でもありま

す。 

年会ではシンポジウム講演を設けて、非会員の研究者にも発表していただいています。非会員研究者

の参加は、分析化学に新しい視点を取り入れ、分析化学のサポーターや仲間を増やすことにつながりま

す。年会は通常全国に 7 つある支部の一つが担当して開催していますが、今年は初めての試みとして学

会本部が担当します。本部担当のイベントを定期的に行うことで、シンポジウムなど学会外部とのつな

がりの継続性を保つことが重要な理由の一つです。 

日本分析化学会は、年会参加者に満足いただけるよう内容の充実に努力しています。「展望とトピッ

クス」から分析化学のおもしろさ、有用性、多様性を垣間見ることができます。年会そのものは、さら

にバリエーションに富んだ、まさに知的好奇心のアドベンチャーワールドです。一度年会に参加してみ

てください。きっと、次の機会には発表したくなるに違いありません。 
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2017年 学会  

今 学 学研究 ・ 学  
研究業  新 ンシング技術を用いる ー分析法の開発 

学 学部 ・ 学  
研究業  機能性 分 を用いた分 ・分析システムの 製とその 用 

業 学 端科学研究 ・ 学  
研究業  や新 を用いる 化学分析 ンシング法の研究 

 
2017年 学会  

康 業 学 学部 ・ 学  
研究業  環 化合物・Schiff の合成およ イ ン ンサへの 用研究と学会への  

ス クトラ・ ーラム 表  
研究業  分 分析技術 ータベースの開発と学会への  

一 テク エックス 表取 役・ 学  
研究業  X およ 計測技術の開発と学会への  

一 科 学 ・ 学  
研究業  イ ンと サンテン 素を用いる生 化合物の 度法の開発と学会への  

 
2017年   

科学 学 機 理学部 ・ 学  
研究業  イク ー分析システム 質 分析 バイスの開発 
部 製作 ・ 学  
研究業  理を組み んだ 環境化学物質測定システムの開発 

 
2017年  

国研 理化学研究 学
研究業 ンライン試 法を した かつ 度な ク ス ール システムの 出

国研 業技術 合研究 学
研究業  機 学 を活用したタン ク質分析法の開発と 評価への 用 

学 学 理 学研究科 ・理学  
研究業  分 集合 の 次 がもたらす 間を 用する物質分 と分 機 の  

学生 技術研究 講 ・ 学  
研究業  分 識能を 与した 学 化学 ンサ バイスの開発 

安 学 学 学研究科 ・ 学  
研究業  有の新 分 ・検出 理発見と 性能生 分 析 

 
2017年 分析  

JAIMA  
内 業  

保 業  
学生 技術研究 ・ 学  

野 一 学生 技術研究 技術 職員・ 学  
野 学生 技術研究 技術 員  

機 学理 学部 ・ 学  
研究業  度計の開発 

ウシ 機  
学 学 システム情報科学研究 ・ 学  

研究業  シリ ーン 学 を用いた 性能 分 分析 の開発 
CERI  

学 ・ 学
研究業 環境分析用新 機能 物質の開発

 
2016年 分析化学  

業 学 学 学研究科 ・ 学  
目方 業 学 学 学研究科  

業 学 学 学研究科 ・理学  
  業 学 学 学研究科 ・ 学  
論 「 ールド ー 交 ク トグラ ーの開発」 

 
 
 

   
 

日本分析化学会第６６年会を て 
 

 

第 年会 長 

（東京理 大学理学 ）   

 

 

 公益社団法人 日本分析化学会（ 年 ） 年 を 理 工 学

学 分 大学 学 公 業 分析化学

会 て 分析化学 大 学 団 化学 て

化学 て 学 分 を えて 本会 分析化学

を 分 会 社会 を

を 分析化学 分 て 本

業 （ ） 会（ ） 年会（ ） 会

（ ）会 分析化学  分析

化学分 （ ） 会 会 分析化学 （ ）

分析化学

年会 人を え 会 本会 業  

 年 第６６年会を 日（ ） 日（ ） 日 東京理 大学 （東京
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日

分析化学 社会 を て

て  

 本 会 （ ）

社会 を分 分 本会 を

て を て分析化学 社会 て

を 理  

    

内 シンポジウム講演 1 、一 講演 ・ポスター1 、 手ポスタ

ー講演 11 、テク ー講演 ・ポスター 、 
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ス クトラ・ ーラム 表  
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〔2017 年度有功賞受賞者〕（敬称略）

田路  勉 ㈱コベルコ科研 
磯村 隆徳 ㈱トクヤマ 
桑原 晴彦 ㈱環境科学 
松﨑 勝雄 ㈱三井化学分析センター 
小山みゆき ㈱三井化学分析センター 
松田 昭吉 ㈱三井化学分析センター 
好田 照美 ㈱三井化学分析センター 
久保沢久仁治 ㈱産業公害・医学研究所 
佐川 博美 ㈱住化分析センター 
細川 清美 ㈱住化分析センター 
山本  潔 ㈱住化分析センター 
郡  宗一 ㈱大同分析リサーチ 
和気 知子 ㈱島津製作所 
山口 耕二 ㈱島津製作所 
内池 明美 ㈱島津製作所 
斎藤 良弘 ㈱島津製作所 
川本 啓三 ㈱島津製作所 
弘中 和美 ㈱東ソー分析センター 
中住 建二 ㈱東ソー分析センター 
大橋 晃子 ㈱東レリサーチセンター 
石田 浩康 ㈱日立ハイテクサイエンス 
島田 憲一 ㈱日立ハイテクフィールディング 
宮内 芳治 ㈱日立ハイテクフィールディング 

横山 政昭 ㈱堀場テクノサービス 
高柳 敏雄 (独)造幣局 
高垣 英樹 JFE スチール㈱ 
濱登  等 JFE テクノリサーチ㈱ 
高橋  弘 JFE テクノリサーチ㈱ 
藤原 利行 JFE テクノリサーチ㈱ 
新井 彰秀 JFE テクノリサーチ㈱ 
山口 隆則 MHI ソリューション 

テクノロジーズ㈱ 
水落 幸江 デンカ㈱ 
高田 博次 トヨタ自動車㈱ 
沖本 恭子 旭化成㈱ 
馬原 忠典 旭化成㈱ 
早坂 由起 旭硝子㈱ 
遠藤 英典 花王㈱ 
杉本 利夫 三菱マテリアル㈱ 
野澤 金男 昭和電工㈱ 
帆足 昭成 昭和電工㈱ 
磯部 睦美 昭和電工セラミックス㈱ 
平野 利明 日産化学工業㈱ 
田中 正人 日鉄住金テクノロジー㈱ 
角谷 孝義 日鉄住金テクノロジー㈱ 
水戸 隆幸 日鉄住金テクノロジー㈱

 
〔2017 年度名誉会員推戴者〕 
河嶌 拓治 君 （筑波大学名誉教授） 
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公 業  

業 分析 析  

分析化学は から企業の研究・生 の 業活 を支 てきた。最 の分析・ 析技術の発展は

しく ないものが らないことが るように まさに分析化学は の本質理 に る

ことができるようになり 企業の分析・ 析部 においても 最 端の分析・ 析技術を して

の本質理 や 題 を行なってきた。企業における最 端の分析化学とその展開・ につ

いて議論することを目的とする。 

日 9 10 日 日 13   16 15 分 

会場 理科 学 ャン ス ール A 会場  

 

グラム

AS2001   13:00 13:30 

分析化学を 点とする新たな価 の と社会 会社 製作 上   

AS2002   13:30 14:00 

医 品 研究における分析の多様性と 一 共 RD バー 会社  行 

AS2003   14:00 14:30 

計 機シ ーションによる 分 次 析 業技術 合研究   

AS2004   14:45 15:15 

業における分析技術の と  

JFE スチール 1・JFE テク リサーチ 2  1・  2 

AS2005   15:15 15:45 

非 ー ーに ける分析評価の活用 テリアル 会社  一  

AS2006   15:45 16:15 

分析の最 会社日 アーク 野  

-  - 

 

 
 
 
2017年 （ ）

 ベル 科研 
 トク  
 環境科学 
 化学分析 ンター 

み き 化学分析 ンター 
 化学分析 ンター 

好  化学分析 ンター 
保  業 ・医学研究  

 化分析 ンター 
 化分析 ンター 

本  化分析 ンター 
一 同分析リサーチ 

知  製作  
 製作  

内  製作  
 製作  

本  製作  
 ー分析 ンター 
 ー分析 ンター 
 リサーチ ンター 

康 日 イテクサイエンス 
一 日 イテク ール ング 

内  日 イテク ール ング 

横  場テク サー ス 

垣  JFE スチール  
 JFE テク リサーチ  
 JFE テク リサーチ  

行 JFE テク リサーチ  
新  JFE テク リサーチ  

 MHI リ ーション 
テク ジー  

 ン  
次 ト タ  

本  化成  
 化成  

由   
  

本  テリアル  
野   
足 成  
部  ラ ックス  
野  日 化学 業  

人 日 テク ジー  
 日 テク ジー  
 日 テク ジー
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Asia/ CJK Symposium on Analytical Science 2017 

日 CJK 分析研究交流会シンポジウムは 2002 年に スク トグラ ー研究 会

GC の 40 年 業として で日 環境分析化学研究会を開催したことに端を発する。

その 2003 年に 国の GC グルー との日 シンポジウムが ウルで開催された に日 3 国

での開催が まり 年 2004 年に 1 CJK シンポジウムが でスタートした。 年 100

度の参加を得ており 研究発表の機会を通じて 国・ 国の研究者や学生の け入れや 問などが

活発に行われてきた。14 目を る今 は 66 年会と せて開催される。多くの研究成果の発

表・議論が行われ 日 の分析化学研究の発展に寄与することが期待される。 

日 9 9 日   9 10 日 日  

会場 理科 学 ャン ス 講 1 Y 会場 101 X 会場 ポスター発表  

 

 
分析化学  

分析化学研究のトッ ラン ーをお きして ッションを開催する。本 ッションでは講演

者 の研究 とあわせて の分析化学を展望していただく。 

日 9 9 日 9 10 分  12 20 分 

会場 理科 学 ャン ス 講 1 Y 会場 101  

 

グラム

Prof. Abraham Lee (University of California at Irvine, USA)  

Microfluidic sample preparation and sorting for single cell analysis  

Prof. Adrian Michael (University of Pittsburgh, USA) 

“Analytical Chemistry for Monitoring the Brain”  

Prof. Craig Banks (The Manchester Metropolitan University, UK) 

“Electrochemical Sensors: from screen-printed electrodes to graphene” 

Prof. Takehiko Kitamori (The University of Tokyo, Japan)  

“Innovating Microfluidics and Pioneering Nanofluidics”  

開シンポジウム 
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分析化学  本  

（ 本 えて ） 

機 分析法の発 は化学分析を なものにしてきた。測定 にかけれ 何がしかの測定 が容

に得られる。その一方で その測定 の つ意 を理 しないままに 測定 が一人 きするとい

った も まっている。本 ッションでは 分析 を得るという行 すなわち分析化学実 にお

いて は見 されがちな 本的な について めて 点を当てる。 的には 何のために

何を どのように分析するのか そして得られた測定 から分析 を 出するためにはどんな点に

意すべきか といった視点から議論する。 

日 9 9 日 13 10 分  16 40 分 

会場 理科 学 ャン ス F 会場  

 

グラム

FS1001   13:10 13:50 

実 ートの な け方 学 一 

FS1002   13:50 14:30 

実 の取り い方法 業技術研究 ンター  

FS1003   14:30 15:10 

しい 調製法  何をどう取り どう かすか  

学 学 学研究科 上  

FS1004   15:20 16:00 

かさに れる 業技術 合研究 野  

FS1005   16:00 16:40 

測定 を分析 にするための 知識 学 学 理 学研究科 上本  
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エ ル ー・環境 

   

穏やかな pH 制御によりホウ酸を回収する 

講演 講演日 日  

講演タイトル ート イ ン イ リッド機能 による 性 ウ素の

集およ 着  
 
要 ウ素は科学技術に有用な 素であるが その 出は健康上のリスクから法 されて

いる。本研究では 表的な 性 ウ素化合物である ウ を よく 集・ するための

イ リッド機能 の開発を行った。 の ウ には ート が 入されて

いるが 着 集した ウ を から外すこと 着 が しかった。今 の には ー

ト に加 て イ ン部 が 入されており これにより  上での 着 集と  

度での定 的 着が実 された。 な のみで した ウ と用いた の 方が

用可能となることから 環境に しい 理技術としての発展が期待される。 
 
発表者 者 担当者 理 ・ 理  

・ ・ 知 ・ 野由 ・ 見 ・

健 ・

本 7

 

ウ素 は 今日の科学技術に 要 可 な 素の とつであり その 用価 は めて

い。一方で 「 う素 その化合物」は 年 行の 質 法で有 物質に 定さ

れ 出 が設けられている。したがって に まれる 性 ウ素化合物を に

分 ・ する新たな技術の 出は 環境問題のみなら ウ素 の 用の 点からも め

て重要である。 々は 新たな 性 ウ素分 ・ 技術の 出を目 し 性の 表的な

ウ素化合物である ウ と 合する ート と その 果として生成する ウ ー

ト イ ンの を ち す イ ンの 方を機能部 として 入した イ リッド機能

を開発し ウ の化学 着に する 検 を行っている。本発表では イ リッド機

能 による からの ウ の 集 着 およ 着 について検 した。 

開発した のうち で最も ウ の 集能力が いのは ート としてグル

ン を イ ン部 としてトリエチルアン ウムを 入した である。この

は  上で の ウ素 用 に する れた ウ の 集能力を した。次に

ウ を 集した について  の で ウ の 着を試みた。その 果 イ リ

ッド機能 は すべての ウ を 着したが では とんど 着しなかった。 

上の 果から は い 領域で ウ を安定的に 集できる点で れているが

着については  度の では しいと考 られる。一方 本研究の イ リッド機能

は  度の 的 な 化で ウ の 集と 着を でき さらに の

用も可能なことから 環境にやさしい新たな 性 ウ素の分 ・ 用 としての 用価

が期待される。 

シンポジウム 
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分析 業 （ 業 ） 

3 年にわたり 企業における分析化学分野の研究開発を してきた。今 は 分析 析技術が企業

の リ ーションに した研究を し 議論する。 

分析法 て （ 業 ） 

年 定 性の さが向上したことから 異なる物質を に な定 を ・ に行 る NMR

の定 技術に 目が集まっている。その 用や技術的問題について議論を行う。 

化学分析 （ 化学分析 会） 

・ イク 間を用いる バイス開発・ 用研究 サイ の を 用する研究 そのもの

が ・ イク サイ である研究など の ・ イク 化学分析の と について

の 組みにとらわれ 議論する。 

分析法 （  会） 

ーインジ クション分析法などの流れ分析法と試 の 理技術に する研究 環境分析や 検

査に 用する研究 およ これらの 開発研究について議論する。 

分 理 分  

新しい化学的・物理的分 ムの 成と 理や分 検出への 用は 新的分析法の を る。

新しい ムの 成を 向した成果について議論し 次 分析システムへの展開を目 す。 

分析化学を  

Analytical Sciences. の 用上 の 手研究者を し 次 を担う分析化学研究を展望する。 

分析化学 （化学 会） 

ウエアラ ル化学 ンサ 技術 用 バイス 生 IoT 計測 外 計測に加 ンサ IoT を

支 るエ ル ー・通 技術 について 当 領域における分析化学の展開について議論する。 

分析化学（ 分析化学 会） 

医療 環境 物質など 実試 分析を担う 分析化学の研究に をあてて議論する。 

を 分析化学（ 分析 会） 

環境 学 バイ 分析 非 技術 度 理などさま まな分野の発表を通じて 社会が める安全・

安心に する分析化学の のあり方を問う。 

分析  

バイ 分析の分野では に をター ットとした分析技術が非常に 目を集めている。この分野

で最 端の研究を実 している研究者とともに当 分野の今 の展開について議論する。 

分 化学  

ク トグラ ーを 心とする分 化学について 分 能や 性を実 する様々な分 場

着 について 最新の研究を する。
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エ ル ー・環境 

   

穏やかな pH 制御によりホウ酸を回収する 

講演 講演日 日  
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・ ・ 知 ・ 野由 ・ 見 ・

健 ・

本 7
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エ ル ー・環境 

   

を を よ かる 

講演 7 講演日 日 日    

講演タイトル イ ン を 出 とした およ 質 の イ シン類の分析 
 
要 や 質に まれる イ シン類を分析する の 定法では トルエン の有機

による 間 上の ックス ー 出 の な 理が 要となる。本研究では 常 で

の である 発性のイ ン を 出 として用い 出された イ シン類を サ

ンに 行させるという手 を組み合わせ 理 作の 化と環境 の を った。この

方法により 定法に する性能での イ シン類分析が より 間で可能となり また

有機 の 用も最 とすることができた。今 イ ン のリサイクルを することに

より スト面の問題の も期待される。 
 
発表者 者 担当者 保環研  

一 ・

向 野

 

イ シン類は い 性と い 性を つことから 人や生 への が されてい

る物質である。環境 に 出される イ シン類は きく したが に 出された イ

シン類は や 質 などに している。 およ 質 の イ シン類の分析法は

年に 定法が されているものの これらの分析法は な 作を 要とし 間を要す

ることや多 の を 用することなどが 題となっている。 
一方 イ ン は イ ンと イ ンのみからなる でありながら でも として

し が めて く 性で 安定性が いことから 環境 物質とされている。

また 成イ ンの組み合わせによって 性を目的に じて調 可能であることからも

年 目されている。 
そこで本研究では およ 質試 を に イ ン を用いて イ シン類を 出

し 分析する方法を開発した。本分析法の ーを 1 に す。本分析法は試 にイ ン を

加し 加 しながら イ シン類を 出した サンで 出するというシン ルなも

のである。 分 能 スク トグラ 質 分析

による測定を行う に な

製 作を 要とするが 分析全 で 用する は

のイ ン と サンのみであり 環境への

の 果が期待できる。また 定法に べ

シン ルで な分析が可能であることから

的な環境 視 の に できるものと考 る。

今 はイ ン の 用についても検 し より

ストで環境に しい分析法の を目 す。 
分析 ー 

試料

抽出

逆抽出

精製

測定
（HRGC/HRMS）

リサイクル

イオン液体の回収・再利用

分析

イオン液体

ヘキサン

エ ル ー・環境 

   

に  

講演 講演日 日    

講演タイトル チル 調査のための 物質の開発 
 
要 での を する「 に する 」の発 に い 開発 上国

を で チル 調査が実 される。本研究では 人 の チル 評価

に有 な である 度の定 分析の 度 理に 用できる 物質を開発し

た。開発した 物質は 度 その 質性 安定性が担保された物質であり 分析技能

の評価 分析機 の の 度 理に有 である。 
 
発表者 者 担当者 国 研 ・ イ 生 ・いであ ・ 

国環研 ・  

一 ・ 本 ・ ・ 人 ・  T  ・ ・

・ 野 ・

本

 

の から を て での を する「 に する

」が 7 年 に発 した。 の 国には「 の 」「

の計 案 」 「 の有 性の評価 」という があり その実 に

は環境 野生生物 人 の な の が 可 である。 

度は の チル 度と い を すことが知られているため 人 の

チル の評価には の 度が有用な になり得る。さらに は 性が

く かつ での保 も可能であるため 調査は 取 保 が 的容 に実

できる を有する。 

本研究で開発・作製した 物質は 化学分析の 物質として 分析 場における 度 理

のために われる。 発 に開発 上国を で実 される チル 調査の

ために ベルが く かつ 一性が い製品を目 した。製品の安定性 を

定である。 
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エ ル ー・環境 
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エ ル ー・環境 

   

に を回収 する 

講演 講演日 日 日    

講演タイトル 類 Chlamydomonas reinhardtii に された の 分析 
 
要 ラチ は 種の として 業的に重要な 素であるが が なく

価であることから そのリサイクル技術の が められている。こうした で 本研究では

類の 内に を させる技術開発を目 しており 今 は に Chlamydomonas 

reinhardtii という 類に 目し その の評価を行った。なお ここでは分析法として

を用いて 類 を せ にそのまま計測する方 を講じた。その 果 この 類は

に の 心部に を い 度で取り ことが らかになった。今 ムの

を通じて 類による 的な が実用化されることが期待される。 
 
発表者 者 担当者 機 ・ 研  

・今 ・ ・保

足

 

は 品などに用いられているが 業的には スの 化に 用される とし

ての 要がもっとも きい。 が非常に 価で にも りがあることから リサイクル

の技術開発は の 題である。 年 物を 用した 技術 イト イ ング が

ストの環境にやさしい技術として 目を集めている。そこで 々は 類を用いて様々

な有用 タルの 方法の検 を行っている。今 は を した 類 を 分 する

ことなく 分析 で非 定 し 類における の 能について評価を

行った。 

ラス 内で した 類 Chlamydomonas reinhardtii に 化    

を 加し 一定 間 とうした。その 類 を し  を 用

して検 法で定 した。その 果 を 加して 日 には 類は 質 あたり

 もの を することが された。その も の取り みは やかに 行し

間 も の増加が見られた。一方 イク ームを用いた の イ

ージングの 果から は 表面ではなく

の 心 に していると 定された。 

上のように は 類 C. reinhardtii

の 内部において 度に されることが

された。今 はより な ムの

を行い リサイクルのための な

技術の開発を目 す。 

類 Chlamydomonas reinhardtii

エ ル ー・環境 

   

ウ する  

講演 講演日 日    

講演タイトル 食品 の における ド ウムの化学  
 
要 に まれる ド ウム 度は 食の安全の 点から常 視すべき 目である。しか

し の ド ウムの化学 については 性の点から重要であるにも わら な点が

多く ド ウムと 合する分 についても らかでなかった。本研究では 分 分析法を

して から ド ウムと く 合する 定のタン ク質を見出した。また このタン ク質を

作る が したイ では への ド ウムの取り みが されることがわかった。こ

の研究は ド ウムリスクの な評価や ド ウム の作出に が期待される。 
 
発表者 者 担当者 ・ 医 ・ ・  

上 ・ ・ ・ ・ ・ 生

生

 

物は生 のために な を する一方で 生 に のある重 も取り んでしまう。

これまでの研究から 物 内で生合成される種々の 合物質が重 の 化に 与しているこ

とが されている。 物のなかでも は ド ウムを 度に する があること

が知られている。 の ド ウム は にも富 のイタイイタイ の

ド ウム などの な社会問題を生じている。しかし の ド ウムの化学 に

ついては なことが多く の ド ウム 合分 についても らかになっていない。

私 のグルー では ウスを用いた実 により 取 において の ド ウムが

なる 機 ド ウムよりも 内に取り まれる 向にあることを らかにした。このことは

の ド ウムが に取り まれ い化学 になっていることを するものである。

そこで において ド ウムと 異的に 合する成分について ポスト ラム ーター

法およ ア テ ラムク トグラ ーにより を行い から ド ウムの

合に 与する 定のタン ク質を見出すことに成 した。

このタン ク質の機能 析を行うため を用いて組

み換 タン ク質を に調製し ド ウム 合活性

を したところ ド ウムに し い 合活性がある

ことが した。また このタン ク質の を し

たイ の 異 を用いた実 では の ド ウムの

取り みが られるという 果が得られた。

上のような研究は の ド ウムリスクの な

評価を行うことにつながり また ド ウム の作出に

出 ると考 られる。
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要 ラチ は 種の として 業的に重要な 素であるが が なく
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に の 心部に を い 度で取り ことが らかになった。今 ムの

を通じて 類による 的な が実用化されることが期待される。 
 
発表者 者 担当者 機 ・ 研  

・今 ・ ・保

足

 

は 品などに用いられているが 業的には スの 化に 用される とし

ての 要がもっとも きい。 が非常に 価で にも りがあることから リサイクル

の技術開発は の 題である。 年 物を 用した 技術 イト イ ング が

ストの環境にやさしい技術として 目を集めている。そこで 々は 類を用いて様々
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ラス 内で した 類 Chlamydomonas reinhardtii に 化    

を 加し 一定 間 とうした。その 類 を し  を 用

して検 法で定 した。その 果 を 加して 日 には 類は 質 あたり

 もの を することが された。その も の取り みは やかに 行し
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の 心 に していると 定された。 
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の 内部において 度に されることが

された。今 はより な ムの

を行い リサイクルのための な

技術の開発を目 す。 

類 Chlamydomonas reinhardtii

エ ル ー・環境 

   

ウ する  

講演 講演日 日    

講演タイトル 食品 の における ド ウムの化学  
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して から ド ウムと く 合する 定のタン ク質を見出した。また このタン ク質を

作る が したイ では への ド ウムの取り みが されることがわかった。こ

の研究は ド ウムリスクの な評価や ド ウム の作出に が期待される。 
 
発表者 者 担当者 ・ 医 ・ ・  

上 ・ ・ ・ ・ ・ 生

生

 

物は生 のために な を する一方で 生 に のある重 も取り んでしまう。
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み換 タン ク質を に調製し ド ウム 合活性
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たイ の 異 を用いた実 では の ド ウムの
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上のような研究は の ド ウムリスクの な

評価を行うことにつながり また ド ウム の作出に

出 ると考 られる。
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医療・生  

   

や を する 

講演 講演日 日 日    

講演タイトル 生 環境を した イク 実 の  
 
要 な流 を つ イク バイス内で を することで の生理的機能をよ

り生 内に い に し な の ルを する試みが 年発展している。本発表

では への流れ の や 展 と の を見る バイスを や

生の ルへ展開した を する。生 環境を した イク バイスの技術は

が 与する や や の分化の機 を生理学的な面から考 る を与 新

の 療法の開発や組 学の分野にも できるものと考 ている。 
 
発表者 者 担当者 日 理  

目

 

な流 を つ イク バイス内で を することで の生理的機能をより

生 内に い に し な の ルを する O チッ

と れる試みが 年発展している。 イク バイスでは 成分を しながらの

や に 展 が可能なことに着目し 当研究 では やリン などの ル

を作る実 を行っている。本発表では への流れ の や 展 と の

を見る バイスを や 生の ルへ展開した を する。 

は の異常な 増 が で が流れにくくなり が上 し心

に がかかる である。最 の研究で の と が の 行に する可能性

が されている。そこで へ流れや 展 を与 る バイスの で の

を した。 により は増 する様 が見られ 増 に わる の も

増加し を ける 果が得られた。一方 の である ・

の発生には 心 の や 流の 与が知られている。この機 を調べるには の環

境を する 法の が 要である。そこで バイス内で ウス から へ

の分化 を試みた。 に 展 を与 ながら

すると よりも 数が増 展

の重要性が できた。 

生 環境を した イク バイスの技術

は が 与する や や の分化の

機 を生理学的な面から考 る を与 新 の

療法の開発や組 学の分野にも できるもの

と考 ている。 

医療・生  

   

に を る な を  

講演 講演日 日 日    

講演タイトル がん ン ン 断のための ーサイト トリー増 法 
 
要 同じがんでも 々の 者によって との 性があり 最 の やその 与 グラム

がある。 に する 定の 者の 性によっては が多 れ 作用を こし

なけれ 療のタイ ングを してしまう。 ーサイト トリーは を一つ つ ウント

する定 性に れた手法であるが との 性を 定する 表面のタン ク が多くないた

め 度の が望まれていた。講演者らは あらたに 性の アン ー 質を開発し これ

を 素 識 と組み合わせて を 理することでシグ ルを増 することに成 した。すな

わち 素 により アン ー 質の 部分が次々と り し り とされる。 の

アン ー 質は 性が増し を 的に して 全 を めることができる。こ

の 質には 性も なく 用 の は することも可能であった。 で 度ながんの

ン ン 断技術としてたいへん期待される。 
 
発表者 者 担当者 ・ 端医療イ ベ ・ 

化学 ・ 分 システム ・  T  

・ ・ 野健 ・ ・ 健

7   

 

年 医 を 心とする分 的 が 目されているが これらの は 的とする分 が

一定 上 しないと 果が期待できない。そこで までには 々の 者のがんにその が

有 かどうかを調べる ン ン 断が 要である。ところが 有 な方法がないため

実 には 果が期待できない 者にも され は非常に くなっており な医療

と 作用が問題となっている。がんの性質を知るには 物の 的である 表面のタン ク質

の を に知ることが重要である。 に 識して 表面の 的 に

合し を一つ つ流しながら 度を測定する ーサイト トリー は 最も

した方法であるが ながら の のため 的分 が 分 上発 していなけ

れ 測定できない。一方 の とんどは発 が

分 であり ではこの方法は 用できない

でいる。 を増 できれ この問題は するが

の増 は 度が く 的にも実用的なものは い。今

の ー 法を設計してこれを可能にし

法では検出 可能な ー ーも検出できるようになっ

た。 期的な 断法に がると期待できる。 
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医療・生  

  7 

を  

講演 7 講演日 日 日    

講演タイトル ー ン チ ー を用いたドー ンの検出 
 
要 の 心的役割を果たしているドー ンの 足は ー ン ン 合 調

などの と がある。ドー ンを検出・定 する上で 化学測定は であるが

の ー ン ではドー ン ドー ン ンの 化 しか検出できなかった。講

演者らが開発した ー ン チ ー は 異的な と を つため イ

ドー ンク ム ドー ンク ムの 化 も検出可能であり 試 に共 するアス

ル ン や の を け にドー ンが検出できる。 
 
発表者 者 担当者 ・日本  

上知 ・ ・ 上 ・

7

 

ドー ンは に し の 心的役割を果たす。その 足は ー

ン ン アル イ ー うつ 合 調 年性 知 意 多 性 な

どの と があり ドー ンの検出には きな意 がある。一方 化学測定は

間で容 に測定でき がかりな を 要としない 点がある。そこで本研究では

に 能と 能に れた ー ン チ ー を 用して ドー ンの検出を試

みた。多くの ー ン は 検出 に うドー ン ドー ン ンの 化

ピークしか検出できないが 々が開発した ー ン チ ー は 出の に

加 イ ドー ンク ム ドー ンク ムの 化 も検出できた。 ー ン

チ ー は グラ ンシートが多 に に かれ が ートル さが

リ ートルである。通常の ー ン チ ー に べて に いために と

れる。この ー ン チ ー の 異的な と が ドー ン ドー ン

ンおよ イ ドー ンク ム ドー ンク ムの可 性を保つことができたためと考

る。 イ ドー ンク ム ドー ンク ムの 化 を 用したドー ンの検出も

行 ることも した。この 点は 測定 試 に まれる 物質 アス ル ン

や の 化の を け 的にドー ンが検出できることである。また ー

ン チ ー は や として 用できるため ンサ バイスへの 用

が い。 

医療・生  

   

により を に する 

講演 講演日 日 日    

講演タイトル 生 を するための 作技術 
 
要 に様々な化学的 物理的 を与 てその機能を しようという試みが行われて

いる。なかでも という物理 は に何かを 加する 要がない を 度

間を に 化させて ント ールできるという点で非常に れている。 で生 を

する技術の は 断 療に わる 研究において多 な が期待できる。講演者

は テインエンジ アリングによりア ン 由 の のタン クの 容 を

して ウンサイジング化し さらに い 性を有し により 度を可 的にスイッ

チングできるタン クを得ることに成 した。この 技術を 用して により ムの

を き換 たり 上の内 性の の発 を に活性化できることを すことが

できた。その 性に く期待のできる研究成果である。 
 
発表者 者 担当者 合 化  

目 場 7

  

タン ク質の実用化を 機として 年 を ったバイ イ ージング技術は

の研究 で 用されるようになった。しかし ライ サイエンスにおける 技術の は

しもバイ イ ージングに 定されない。 を って生 を「見る」だけでな

く それらを で「 る」ことができるとしたら ライ サイエンスはどうなるだろう 内

シグ ル を で 作できるようになれ 分 増 分化 の生

機能を 由 に ント ールできるようになるかもしれない。 の きや を

由 に できるようになったらどうだろう が得意とする い 間・ 間 能をもって

すれ った  のみで った生 部 のみで 様々な生 機能や を ント

ールできるかもしれない。このような生 の 作を実 するために ま 重要と考 て最

初に取り組んだのは り人 で言 とか に 当する 用性の い ールの開発

である。そこで ア ン が有する 容 に様々な テインエンジ アリングを

して 非常にサイ が さく い 性と可 性を有し 度を 由 にチ ー ン

グできる の スイッチタン ク質

システム を開発した。さらに この 技術を

用して ムの を で 由

に き換 る技術や に ードされた内

性の の発 を で に活性化 つま

り ムの情報を で み出す技術を開発した。 
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医療・生  

   

により を に する 

講演 講演日 日 日    
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を する 

講演 F2019 講演日 9 10 日 日 16 05  16 20 

講演タイトル ジラジ ル を ー として 用したがん の イ ージング

 
要 イ ージング PAI が分析化学の分野でイ ージング技術として われるように

なったのは 技術が発 してきた く最 のことである。 外 により ー 分 を

し のエ ル ーが に 換され により 出される 密 を検出

する。組 はもちろん の わりやすさは ー の する生 組 の にも

するため得られる情報 は多い。講演者らは PA ー として あらたに合成した ジラ

ジ ル を用いた。この は 外 をよく し 性なので 換 がきわめて

い。 ト がん の にこの を 加する実 を行なった 果 同 は

およ 内に分 していることが され 性に れていることがわかった。

また PA ス クトルはこの の をよく しており この手法が がん を に

く見分けるための手法として 用可能であることがわかった。 

 
発表者 者 担当者 環境 1・ 2・ 医 3 

1・ 1・ 野 2・  2・ 3・ 1

980-8579 6-6-07  022-795-7221 iki@m.tohoku.ac.jp

 

イ ージング PAI は 生 に 外 NIR を し された から生じる

を検出する なイ ージング法である。PAI のような を 用するイ ージングは 生

組 の だけでなく や機能をリアルタイムで 測できる。さらに PAI は みある組

を イ ージングより 分 能で できるという 点を っている。これらの から

PAI は医用 断から まで い分野での発展が期待されている。PAI では NIR

を し へ 換する物質を PA ー として用いる。これまで PA ー として用いられて

きた有機 分 は した のエ ル ーを だけでなく としても 出してしまうものが

とんどであった。そこで本研究では NIR を く するが を さ い 換

が期待できる ジラジ ル を合成し がん に 入して PAI を行った。合成した

ジラジ ル は で NIR を よく し を さなかった。さらに この

ジラジ ル を ト がん に取りこませ PAI を行ったところ PA シグ ルを 測する

ことができた。 

上 ジラジ ル は有用な PA ー と

なりうることを した。今 この ジラジ ル

を として がん 組 を 識して PA シ

グ ルがスイッチする ー を設計・合成し がん

的な PA イ ージングを行うことを目 す。 ジラジ ル を PA ー

とした PAI  

医療・生  

   

を に する 

講演 講演日 日 日    

講演タイトル T チ ー を分 場とするア イド の分 分析 
 
要 アル イ ー は タン ク質が 集してできる の物質 ア イド に

より き こされることが知られている。このア イド は様々なサイ の からなる集

合 であるため アル イ ー の 断では その集合 をサイ に に分析することが

要である。本研究では のポリテトラ ル エチ ン T チ ー にア イド

を 試 を通 させることによって その の をサイ とに分けて分析することを可

能にした。この方法では 医療機 に く している を活用して分析が行 ることから

今 アル イ ー の かつ な 断に本手法が 用されることが期待できる。 
 
発表者 者 担当者 日 生 ・日 生  

・ 本 充 ・ ・ ・

野 新 7 7

 

化社会を た が国において アル イ ー をはじめとした 知 者の増加は

な社会問題であり 期の 療を実 するためにも 的かつ な 断法の が で

ある。アル イ ー はア イド タン ク質が 成する の 集 ア イド

により されることが知られている。最 では 成の初期 で生成する さな 集 も

い 性を すことが報 されていることから のためにはサイ の異なるア イ

ド を 的に定 出 る分析法が 要となる。一方で の 知 の 断法は 者の

的およ 的な 担が きく 検査が可能な 設も られている。 

々は 医療機 や企業などに く している ク トグラ ー をア

イド の 的分析に 用するための取り組みを行っている。しかし で 用される

の分 場 ラム は 内に が充 された のため い 力がかかり 集 の分

を き こす可能性があった。そこで 試 にかかる 力を最 に つつ分 能を有する

新 分 場として のポリテトラ ル エチ ン T チ ー を 用した。本手法に

より 実 にア イド を 成した試 からサイ が異なる 集 と われる複数の

物質の検出に成 した。こうした知見は 的にアル イ ー などの 的かつ な 断

法の開発に がると期待できる。 

H

を

H

な
を
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講演 Y3060 講演日 9 11 日 10 00  11 00 

講演タイトル 部 有 DNA 重 / 性リ ンド 作用を用いたラベル リーエ

ク ーム検出法の開発 
 
要 療のための新しいバイ ー ーとして から分 される エク ーム

という生 が 年 目されている。これまで エク ームの検出には タン ク分

が用いられてきたが 非常に 価であることや 化学的に 安定で取 いに 意が 要である

ことなどの問題点があった。バイ ー ーとして医療で く実用化されるためには 安価で

に検出するための技術の開発が かせない。本研究では タン ク分 に て エク

ームと 合する能力を った DNA 分 を 用することで これら問題点が できることを

らかにした。この技術は がん や などの 療に役 つ新しいバイ ー ー

の実用化に寄与すると期待される。 
 
発表者 者 担当者 理  

・ ・ 一

022-795-6549 nishi@m.tohoku.ac.jp

 

年 多種多様な生 分 を内 した 外 であるエク ームが ン や

の発 に密 に 与していることが らかになりつつある。 エク ーム検出には にエク

ーム表面の たん く質 CD63 を 異的に 識する を用いた手法が く用いられてい

るが 作性なら に 性の が重要な 題である。 

々は化学安定性に れ なおかつ安価なDNAア タ ーをCD63 識に用いることに着目し

これと 部 AP site 有 DNA ー ・ 性 AP site 合リ ンド ATMND とを

用する新 なエク ーム 析法を開発した。本手法では ま ア タ ー/AP site 有 DNA

ー 重 に して ATMND を 合 ア テ ラベル化 させることで 重 /ATMND

複合 を する。その ア タ ーのエク ーム表面 CD63 識に う

複合 により ATMND が AP site から 出されその 度が する。この手法を用いる

ことで ト 由 のエク ームを発 として検出することに成 した。 価な

かつ な 識を要する 法と して 本手法では 安価かつ取り いが容 な DNA ア

タ ーを 用し さらに

は DNA への 識が一

要であるため エク

ーム 研究において

めて有用な検出・ 析法に

なるものと期待できる。 

医療・生  

 - 20 -

に る を  

講演 Y2110 講演日 9 10 日 日 15 00  16 00 

講演タイトル ピ ットチッ 内 を 場とする ンサイト測定用 検出システムの開発

 
要 生物の システムである を 用する 素 測定法 ELISA は

性が く 度な分析法で 医療検査や食品 環境などの分野で用いられている。一方 場

で ・ に分析する ー が まっているものの ELISA 法は 理が で 間を有す

ることと検出 が で 価であることによって 用が であった。本研究では 試 10 

L を うだけで 理できるピ ットチッ と手の らサイ の検出 を作製し ELISA

システムを開発した。 場 検査や ンサイト環境分析に めて有用で今 の 用が期待

される。 
 
発表者 者 担当者 環境 1・ 2・ ウス AT3  

1・ 2・ 1・ 見 3・ 1・加 1・内 一 1

1-1 042-677-2836 nakajima-hizuru@tmu.ac.jp

 

素 測定法 ELISA は を 用する めて 性の い分析法の一つであり

医療検査や環境分析などに く用いられている。しかし 試 の 加 などの 作が で

あり 測定に 間を要するなどの問題を有している。一方 年 試 を 取 その場で分

析して に 果を得ようとする ンサイト環境測定やポイント・ ・ ア・テスト POCT

の 要性が まってきている。しかし 一 的な ELISA では目的成分の検出に で 価な イ

ク ートリー ーを 用することから これを ンサイト環境測定や POCT に 用すること

は めて である。 

このような問題を するために 本研究ではピ ットチッ を用いる でポータ ルな

ELISA システムを開発した。これは のピ ットチッ の内 を や 素 の

場とし ピ ットチッ に 取した試 の目的成分を を 用して分 した

LED と µPMT 次 増 を用い

る 作の 検出 で検出する ELISA

システムである。本システムでは 一 的な ELISA

で 場として 用されている96 イク タイ

ター ートを用い に 試 取に用いるピ

ットチッ だけで測定できるので 作の 化

と測定 間の が可能である。また 検出 も

手の らサイ の ・ であるので 本研究

で開発した ELISA システムは POCT や ンサイト

環境測定に めて有用であると考 られる。 
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発表者 者 担当者 環境 1・ 2・ ウス AT3  

1・ 2・ 1・ 見 3・ 1・加 1・内 一 1

1-1 042-677-2836 nakajima-hizuru@tmu.ac.jp
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に 

講演 講演日 日 日    

講演タイトル 重合度の異なる を用いたイ ン 性 の ルス 法による物性

評価 
 
要 分 イ ン 性 I は ンサーとして などの 分析 に組

み まれるなど 環境・医療分野で く用いられている。I あるいは 成分の物理的 化

学的性質が ンサー性能を するが 物理的性質の評価法は されていなかった。講演者ら

は 横 間 に着目し I の分 性の 異が に されることを ら

かにしてきた。本研究では 重合度の異なる を用いた医療分析用  ンサーI の物性

の 異が の違いとして検出できることを し ス クトルとして可視化した。 
 
発表者 者 担当者 ・  

内 上 ・ 科学 ・

7

 

化学 ンサーである 分 イ ン 性 I は 医療分析用  ンサーといっ

た などの生 試 測定に用いられる生化学 分析 にも組み まれており 環境・医療

分野で く 用され さらなる性能 が社会 ー となっている。イ ンを 知する I あ

るいはその 成分の物理的性質と化学的性質の 方が性能に することは らかであるが I

の物理的性質の評価法は だ されていない。そこで 々は の多い成分の評価が

となる通常の物性評価法とは異なり 分 性に する成分の測定が可能という に を見

ない物性評価法である 横 間 測定に着目し I の新たな物性評価法の お

よ 数 としての可視化を目 してきた。これまでの研究で I の 性・ 性・可 化

度合い 分 性 の

異が の違いとして可視

化 ス クトル できる

ことを らかにしている。

本研究では 重合度の異な

る を用いた医療分析用

 ンサーI の物性の

異が の違いとして検出

可能であることを論 し ま

たそれを ス クトルとし

て可視化した。 

 
t  

を する

PVC

PVC

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

t  

医療・生  
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を する  

講演 D4002 講演日 9 12 日 09 15  09 30 

講演タイトル 場 測定法を用いた の新 評価法の開発 
 
要 生物を 成する最 である は 今や人 的に され 様々な研究に用いられ

ている。その研究分野は 医 品の有 性評価や環境化学物質の 性試 食品や化 品の機能

性評価 にまで がり 年では 生医療分野への発展が目 ましい。一方 された は

な品質評価方法が定められていないため 品の 断 活性化が い 奇 など は

者による「 ン」を りにしており 人 が生じやすい問題があった。本研究では

の評価に「 法」という新しい手法を 用した。 法によれ 生きたまま を

評価することが可能であり かつ を分 することが可能となった。

 
発表者 者 担当者 会社 ワ ラ  

・ 野

富 2-11-6HASEMAN ル 1F 03-5875-8024 mori@kawanoparticle.com

 

はわたしたち生物を 成する最 の であり それらが集合することによって生 を

成している。今や は in vitro として く され様々な研究に用いられている。その研究分

野は 医 品の有 性の評価や環境化学物質の 性試 さらに食品や化 品の機能性評価にま

で がり 年では 生医療分野への発展が目 ましい。このように多 にわたり が用

いられているものの 多くの では とした品質評価方法は定められていない。 析

発 したタン ク質などの評価は行われてはいるが 試 に して 用した は

われるため 全 の評価はできないという問題点がある。 生医療に わる iPS ES

の研究が に発展しているが 用する が 品 かどうかの 断 活性化が い 奇

など は 者による「 ン」を りとしており 人 が生じやすい方法で行われてい

る。そこで についての で 的な評価方法が されている。

本研究では 法という新しい 分析手法を 用し の を生きたまま評価す

ることを試みた。その 果 本手法を

用いると を生きたまま測定する

ことができ かつ を分 できる

可能性が された。 法にて

を評価することで これまで「 ン」

に っていた 評価について 分析

による 理が期待され 評価に

新しい可能性をもたらした。 
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に を る を  

講演 B3007 講演日 9 11 日 13 00  13 15 

講演タイトル FT-IR ATR による法科学的 試 の識 分析に向けた多 析手法の開発 
 
要 犯罪 実の や 人識 に わる DNA の由 を らかにするために の分析は

重要である。しかし 行の方法では 試 を するという問題がある。本研究では 試 に

外 を し の の 度 ターン ス クトル を調べる 外分 法による生 と

試 の識 を検 した。生 と のス クトル ターンは し 目視による識 は

可能であったが 機 学 人 知能 に いて ス クトルのわ かな違いからこれらを

識 する方法を開発した。この識 ルは にしみこんだ にも 用でき 今 様々な

分析への展開が期待される。 
 
発表者 者 担当者 理 1・科 研 2・ 医 3  

1,2・ 2・ 2・ 3・ 1

本 7-3-1 03-5841-4351 ozawa@chem.s.u-tokyo.ac.jp

 

犯罪捜査において を めとする 試 は に され その種類を識 ・同定する

ことは 犯罪 実の や 人識 に わる DNA の由 を らかにする上で めて重要となる。

行の 検査は 種に 異的な 素やタン ク質を検出する生化学の手法により行われて

いるが 試 の が 可 な点や検査作業の さが問題となっている。そこで 年では 試

に を し の の 度 ターン ス クトル を調べる 分 分析手法の 用に

心が まっている。測定が で試 を せ また様々な試 に 用出 るという 点が得

られるためである。本研究では 外分 法を 用し 犯行の や犯罪性の 定に わる生 ・

試 の識 のための ス クトル 析法の開発に取り組んだ。生 と はともに

試 であるため そのス クトル ターンは し 目視による識 は 可能である。そこで

ス クトル上の 的 異を見つけ出し 的識 を行うため 機 学 に くス クトル

識 ルの を行った。さらに これまで であった 試 などに み んだ

試 の識 にも できるよう 由 の を に するス クトル 析法を開発し

上 識 ルにより 度な識 が可能となることを見出した。 

本成果は 非 かつ 的に 試 の由 識 を可能にするものである。また本手法は

に ら

など様々な 試 の

分析にも 用できる可能性

があり 犯罪捜査における

新たな 用 ールとしての

を目 していく。

新素 ・新技術 

   

を より に する 

講演 講演日 日    

講演タイトル I 用 シリン ー ス ーチャンバーの設計開発 
 
要 ス ート ンや ジタル ラに されている イ ージ ンサの 性能化に

ともない に する 物の による 性 化が問題となっている。そのため

イ ージ ンサの となるシリ ンウ ー の 度 理は非常に重要であり より

度に 素を測定可能な分析方法が められている。本研究では 度な 素分析法である

合 ラ 質 分析法 I の なる 度化を るため 「 シリン ー ス ー

チャンバー」と 部品を新 に開発した。その 果 のス ーチャンバーを用いた場合

に べ I の 度を 向上させることができた。 
 
発表者 者 担当者 O ・ 研  

野 ・ 垣 ・ 一 ・ ・

 

年 ス ート ンや ジタル ラに されている イ ージ ンサの 性能化に

ともない ベルの 物の による 性 化が問題となっている。そのため

イ ージ ンサの となるシリ ンウ ー の 度 理は非常に重要であり 合 ラ

質 分析  I      I  を用いて   

  ー ーの 物測定を行なっている。

本研究では なる 度測定を実 するため I の試 入部を し ラ への

試 入 を向上させることで 出力される 度の増加を試みた。

試 入部には 一 的にス ット のス

ーチャンバーが用いられるが より試

入 を めるため シリン ー ス

ーチャンバーを新たに開発した 。

本ス ーチャンバーは 度の安定

性に する きな を重力 で で

きるように させており また かい

を ラ 方向に くために スを

部に 入できる設計とした。その 果 ス

ット と して測定 度を

向上させることができており なる

物の 度測定への 用が期待できる。 

 

 

 

 

 
シリン ー ス ーチャンバー 

上 I 着  試作ス ーチャンバー

ライ

ス 入

I  

ラ トーチ
チャンバー

試 を ライ ーで 化し

ス ーチャンバーで きい を

して ラ へ 入
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る  

講演 講演日 日 日    

講演タイトル と ルムでつくる多 目分析チッ と 外 断 ットへの 用 
 
要 でもその場で手 に検査ができる試 は 素 の安さ 性などから実用的であ

る。しかしながら 性・ 性の 断はできるが 「どの 度あるのか」といった定 的な試 が

しいこと 多 目を同 に検査できないことなどが 題である。本研究では 度な検査でも

手 に る 外 断 ットの 出を目 し と ルム で 成された定 性に れた分析

チッ を新たに開発した。本チッ は 用 バイスと組み合わせることで 試 の から

検出 作を で り し行うことができ 多 目同 試 も可能である。 
 
発表者 者 担当者 研健康 学  

・合 ・ 人

7 7

 

でも その場で 手 に検査ができる「 」を用いた 断 バイスは 素 の安さや で

あることなどから実用的な リットを ている。しかし 題として 「 性か」「 性か」の定

性分析はできるが 「どの 度あるのか」といった定 分析の 度があがらない点や 複数の分

を検出するには多くの をともなう。これらを するため のような新しい分析チッ

を開発した。 

「 」に み んだ は ムラやにじみが生じて のなかで を かすことが しい。

これに して本分析チッ は 「流す」「 める」「 する」「 を入れ る」といったポン

のような 作を を するだけ で り し行うことができる。また発 や といった

分 の に じた の さをはかる には な ではなく な ルムを用いた。これ

により な でも より 上 に検知できる。さらに この分析チッ と せて複数の

試 を 的に ・ できる い て の ートリッジを開発した 。 用の ト

タイ 機に ットすると 多 目のための と検出が 的に 。 ・ 化医療の 期

断には 複数の分 の をもとに 療 ・ 可 の 断を行うことが望ましいが その

ような 度な検査でも手 に る 外 断 ットの 出を目 す。 

 

 

 

 

 

 

 

 と ルムの多 目分析チッ い て ートリッジと トタイ 機

新素 ・新技術 

   

を  

講演 O 講演日 日 日    

講演タイトル を用いる 物質 度検出への検  
 
要 成分を を らせると その 成分は一見 に取り まれているように見

る。この をドー と 。しかし このドー は 視的には な とその間 に

成分を に分かれている。この は である を の として われてい

るため 成分 度は の よりかなり い。一方 この された を取り出せれ

成分の 度検出が可能になる可能性がある。本研究では ドー に を作成し

度を調 することでこの に を 集できた。 の 分析への 用が期待される。

 
発表者 者 担当者 理  

・ 増 ・

目 7

 

を させると 一見 に まれる 物質も一緒に した

ができているように見 る。 のように 化 トリウムを

を させると 分を んだ い ができる。このような をドー

というが ドー を 視的に見ると 化 トリウムは のように 一

に分 しているのではないことがわかる。 化 トリウムを まない で な とその

の 間に が している。一見 チ チに り いているが ドー 内部には

が するのである。この は である を に われているため の より

も 度が くなる。いわ る である。 は 質の種類や の

度によって を できる 的 やかな 法であるので 物

質の検出などの 度測定に 用できる。しかしながら がドー

全 に分 しているため を取り出すことが である。そこで ド

ー に を作成し 度を調 することで この の に を 集する

ことを試みた。 は で る 物質を入れたドー を した 果

であるが 間が つと 点 部分 の に が していく様 が

測された。また は かした イ ンがドー 内でどのように分 しているかを

によって検出した 果である。 イ ンが と共に に開けた に していく様

が 測された。 法を 用した 物質の 度検出の可能性が できたのである。 

純粋な氷

濃縮⽔溶液
 

820秒後

Cl Mn Co Cu Zn
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会場 部屋番号

会場別講演区分表は概略を表示したものです。
※ 受賞講演の（奨）は奨励賞講演、（技）は技術功績賞講演、（論文）は分析化学論文賞講演、（先端）は先端分析技術賞講演の略です。
※ ポスター発表の（　）内の時間は掲示時間を示します。
※ Asia/CJK関連の講演及びポスター（9月9日・10日）の詳細は本区分表に掲載していません。

特別シンポジウム
7．センサIoTと分析化学の融合展開

13：00-17：00

チュートリアルセッション(公開）

13：10-16：40

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

O 511

M 504

N 507

L 411

K 407

I 403

J 404

G 311

H 402

F 307

E 306

D 305

C 304

B 302

特別シンポジウム
3．ナノ・マイクロ化学分析の最前線

13：10-17：10

A
図書館棟
大ホール

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00

午　前 午　後

13:00-
13:30

第６６年会 会場別講演区分

１日目 ９月９日（土）

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

9:00-
9:30

特別シンポジウム
8．実試料に挑む電気分析化学

13:15-17:30

【Asia/CJK 関連講演】

future session
日時 9月9日（土）9：00-12：00
会場 Y会場（101教室） 講義棟1階

CJK ポスター発表
日時 9月9日（土）・9月10日（日）

会場 X会場（掲示板スペース） 講義棟1階

CJK 口頭発表
日時 9月9日（土）午後から、9月10日（日）

会場 Y会場（101教室）、Z会場（102教室） 講義棟1階

新素 ・新技術 

 - 28 -

を  

講演 HS2007 講演日 9 10 日 日 16 45  17 15 

講演タイトル Pt 着支 イ ン化を用いた様々な表面の MS イ ージング 析 
 
要 科学技術の として重要な ク 分析のうち 技術は発 しているが 成分の分

を 析する技術は発展 上である。有機化合物試 の有機成分の分 など複 な成分分 を

調べる方法として質 分析イ ージングが着目されている。 に用いられている方法では

測定のために有機化合物試 を試 に 加するため 分 の有機化合物の分析が 理的に し

いという問題があった。本研究では を トリクスとすることでこの 題を し

た。 物に 用した がどのように分 し するかを 析できることを した。 
 
発表者 者 担当者 日 化学 1・ 端 2・ 3 

行 1,3・ 一生 2・ 3・ 一 3

能 1-1 0761-51-1476 o-issey@jaist.ac.jp

 

ものの表面 断面を見て 調べる技術は 々の生活において非常に重要である。

で行われている CT 測定では の断面 により を 断している。表面や断面の

を する技術は発 しているが にどのような成分が分 しているか調べる技術は発展

上である。その で 成分分 をみる技術として MS 質 分析 イ ージングという技術が

着目されている。これは 表面の成分をイ ンにして イ ン化 分 イ ンの重さ を測

定して 表面の成分分 を調べる技術である。MS イ ージングにおいて イ ン化技術が重要

であり 一さんが発 した MALDI 法 トリクス支 ー ーイ ン化法 が に

用いられている。MALDI 法は 試 の表面に有機化合物の試 をのせてイ ン化する方法で タ

ン ク質などの測定が得意であるが 試 のイ ン化による 分 成分の 析の し 試

に 性 を通す性質 がないものは測定で

きないなどの問題があった。そこで 々は イ ン

化試 に Pt を 用した。Pt

は がイ ン化しないため がなく 試

に 性を 与できるため様々な試 の測定が可

能となった。本 を生かして 用 物の に

分 の 性 を して 日数 との

の成分分 を MS イ ージングで 析した

。 法では 測が しい の上の 成

分が本手法で可能となり 1 間 度で から に

して 々に 端に がっていく様 が 析で

きた。 
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I

J 404

29: ・ 分
料分析

9:30-10:45

分 分析
会

307

G 311

H 402

10:45-11:45

29: ・
分

料分析

13:15-14:00

ンチョン
( ルク)

F

スクロマト
ー 会

11:00-12:00

D 305

E 306

15: スクロ
マト

ー

10:15-11:00

12:00 12:50

ンチョン
(日本電 、

)B 302

9:00-11:45

02:分 ス クトル分析

A

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

図書館棟
大ホール

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

13:30-
14:00

第６６年会 会場別講演区分

日目 ９月１１日（月）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

学会賞 賞

10：30 11：40

学会賞受賞講演

15：00 17：10

C 304
19:分析化学 論

9：00 10：55

化学
会

11:00-12:00

24: ・ に関す 分析化学

13：00 15：10

特別シンポジウム
2． 分析 としての の と

13：00 15：00

ンチョン
（JAI A： 、

場）

12：00 12:50

分析
会

13:30-14:30

04: 線分析・電 分 分析

9:00-11:15

線分析
会

13:15-14:15

受賞
講演

(先端)

14:30-
15:00

04:
線・
電 分

分析
15:15-
15:45

12:00 12:50

ンチョン
（アジ ント）

会場 部屋番号

9:30-11:40

特別シンポジウム
11．最先端分 化学と の

13:00-17:40
特別シンポジウム

5．分 ムの 前 と分
の 展開

9：00-12：00

特別シンポジウム
5．分 ム
の 前 と
分 の 展開

13:00-14:00

受賞
講演
（技）

9:45-10:15

25: 関連分析

10:25-11:40

表示・
分析

技術
会

13:15-13:45

25: 関連分析

14:00-16:25

特別シンポジウム
11．最先端分 化学と の

ンチョン
(JAI A：日 イ

ク、 ー
ー ー）

12:00 12:50

特別シンポジウム
4． 分析 と の関連技術の 展開

13:00-17:25

分析試
会

11:00-12:00

18:分 ・分析試 の

13:00-16:10

特別シンポジウム
9． を む しの ・ と分析化

学

9：00-12：00

特別シンポジウム
10．細 分析の 展開

13:00-16:15

12:00 12:50

ンチョン
（ )

12:00 12:50

08:センサー・
センシン シス ム

9：00-11：10

受賞
講演
（奨）

11:15-11:45

31: イ
分析・イ
ージン

13:15-14:00

30: ・ 分析

13:15-15:45

31: イ 分析・イ ージン

9：00-11：40

受賞講
演(先

端)(奨)

14:00-15:10

31: イ 分析・イ ージン

15:10-17:20

特別シンポジウム
6．分析化学をリー す シンポジウム

ンチョン
( )

第６６年会 会場別講演区分

日目 ９月１ 日（日）

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)
ポスター

(14:45-16:15)

15:00-16:00

ポスター
(10:15-11:45)

10:30-11:30

ポスター
(12:45-14:15)

13:00-14:00

511
23: ・ 分析

9：00-10：45

会

11:00-12:00

受賞
講演

(先端)

13:00-13:30

23: ・ 分析

13:30-17:00

O

M 504

N 507

L 411

K 407

25:
関連分
析

9：00-9：45

特別シンポジウム
1．分析技術に 内

と

9：00-11：30

I 403

J 404

13:15-17:15

H 402

F 307

G 311

E 306

11: 分析
21: 試料

06: 気分析

分析
会

9：00-11：00 16:30-17:30

22: ・
前

10: 分
析

15:30-16:15

D 305
ア タル分析

会

13:00-14:00

14: クロ

14：15-15：00

クロ
会

15:00-16:00

12:マイクロ分析

13 ローイン
ジ クション分析

10：40-11：35

受賞
講演
（技）

11:35-
12:05

A
図書館棟
大ホール

B 302

特別シンポジウム（公開）
シンポジウム

13:00 16:15

12:マイクロ分析

13：15-14：15

9:00-12：05

07:電気化学分析
26 エ ル ー関連

C 304
12:マイクロ分

析

受賞
講演
（奨）

9：00-10：00 10:10-
10:40

─30─



会場 部屋番号

09:
分

析

13:15-

13:30

03: ー ー分
分析

9:00-10:15

16:電気
分析

9:15-10:00

01: ス クト
ル分析

9:00-10:15

01: ス クトル分析

13:15-15:0012:00 12:50

受賞
講演
（奨）

10:00-10:30

イ ンクロマト
ー

会

11:00-12:00

電気 分析
会

13:00-14:00

16:電気

分析

14:00-14:30

受賞
講演

(論文)

14:30-
15:00

403

ポスター
(09:45-11:15)

10:00-11:00

ポスター
(13:15-14:45)

13:30-14:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

M 504

O 511

N 507

K 407

L 411

03: ー ー分 分析

13:15-14:45

I

J 404

29: ・ 分
料分析

9:30-10:45

分 分析
会

307

G 311

H 402

10:45-11:45

29: ・
分

料分析

13:15-14:00

ンチョン
( ルク)

F

スクロマト
ー 会

11:00-12:00

D 305

E 306

15: スクロ
マト

ー

10:15-11:00

12:00 12:50

ンチョン
(日本電 、

)B 302

9:00-11:45

02:分 ス クトル分析

A

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

図書館棟
大ホール

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

13:30-
14:00

第６６年会 会場別講演区分

日目 ９月１１日（月）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

学会賞 賞

10：30 11：40

学会賞受賞講演

15：00 17：10

C 304
19:分析化学 論

9：00 10：55

化学
会

11:00-12:00

24: ・ に関す 分析化学

13：00 15：10

特別シンポジウム
2． 分析 としての の と

13：00 15：00

ンチョン
（JAI A： 、

場）

12：00 12:50

分析
会

13:30-14:30

04: 線分析・電 分 分析

9:00-11:15

線分析
会

13:15-14:15

受賞
講演

(先端)

14:30-
15:00

04:
線・
電 分

分析
15:15-
15:45

12:00 12:50

ンチョン
（アジ ント）

会場 部屋番号

9:30-11:40

特別シンポジウム
11．最先端分 化学と の

13:00-17:40

特別シンポジウム
5．分 ムの 前 と分

の 展開

9：00-12：00

特別シンポジウム
5．分 ム
の 前 と
分 の 展開

13:00-14:00

受賞
講演
（技）

9:45-10:15

25: 関連分析

10:25-11:40

表示・
分析

技術
会

13:15-13:45

25: 関連分析

14:00-16:25

特別シンポジウム
11．最先端分 化学と の

ンチョン
(JAI A：日 イ

ク、 ー
ー ー）

12:00 12:50

特別シンポジウム
4． 分析 と の関連技術の 展開

13:00-17:25

分析試
会

11:00-12:00

18:分 ・分析試 の

13:00-16:10

特別シンポジウム
9． を む しの ・ と分析化

学

9：00-12：00

特別シンポジウム
10．細 分析の 展開

13:00-16:15

12:00 12:50

ンチョン
（ )

12:00 12:50

08:センサー・
センシン シス ム

9：00-11：10

受賞
講演
（奨）

11:15-11:45

31: イ
分析・イ
ージン

13:15-14:00

30: ・ 分析

13:15-15:45

31: イ 分析・イ ージン

9：00-11：40

受賞講
演(先

端)(奨)

14:00-15:10

31: イ 分析・イ ージン

15:10-17:20

特別シンポジウム
6．分析化学をリー す シンポジウム

ンチョン
( )

第６６年会 会場別講演区分

日目 ９月１ 日（日）

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)
ポスター

(14:45-16:15)

15:00-16:00

ポスター
(10:15-11:45)

10:30-11:30

ポスター
(12:45-14:15)

13:00-14:00

511
23: ・ 分析

9：00-10：45

会

11:00-12:00

受賞
講演

(先端)

13:00-13:30

23: ・ 分析

13:30-17:00

O

M 504

N 507

L 411

K 407

25:
関連分
析

9：00-9：45

特別シンポジウム
1．分析技術に 内

と

9：00-11：30

I 403

J 404

13:15-17:15

H 402

F 307

G 311

E 306

11: 分析
21: 試料

06: 気分析

分析
会

9：00-11：00 16:30-17:30

22: ・
前

10: 分
析

15:30-16:15

D 305
ア タル分析

会

13:00-14:00

14: クロ

14：15-15：00

クロ
会

15:00-16:00

12:マイクロ分析

13 ローイン
ジ クション分析

10：40-11：35

受賞
講演
（技）

11:35-
12:05

A
図書館棟
大ホール

B 302

特別シンポジウム（公開）
シンポジウム

13:00 16:15

12:マイクロ分析

13：15-14：15

9:00-12：05

07:電気化学分析
26 エ ル ー関連

C 304
12:マイクロ分

析

受賞
講演
（奨）

9：00-10：00 10:10-
10:40

─31─



会場 部屋番号

31: イ 分析・イ ージン

9：00-11：40

01: ス クトル分析

9：00-12：00

507

403

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

M 504

O 511

N

K 407

L 411

I

J

F 307

G

H 402

311

E

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

B 302

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

A

第６６年会 会場別講演区分

日目 ９月１ 日（ ）

午　前 午　後

図書館棟
大ホール

C 304

02:分 ス クトル分析

9:00-12:15

24: ・ に関す
分析化学

9：00-10：15

17: イ ン

9:00-12:35

27: ・ 分析
20: ータ 論

9：00-11：00

D 305

306

404

─32─
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